
（学年）第１学年，(教科・科目）数学・数学 1 協働学習

（単元）図形と計量

（本時のねらい）

生徒が作った空間図形の模型を観察しながら、問題を考えることで、空間図形の形や特

徴を捉えさせる。また、図形の考え方を身近な事象の考察に活用できるようにし、図形の

計量の有用性を実感させる。

（ICT活用方法）
本時の目標を明確にするために、本時の目標を電子黒板に映し出す。

また、空間図形の模型を実際に切断してみて、その断面図を前の電子黒板に映し出すこ

とで、切断面に表れる平面図形とその平面図形の見方を共有することができる。従来は、

切断面を想像させ、黒板に切断面を書くということをしていたが、実際に切断し、その断

面を映し出すことでより生徒のイメージを助けることが可能となる。

（本時の展開）

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考

導入 本時の目標を 「空間図形の 本時の目標を電子黒板に映し出

５分 聞く 模型を観察し す。

ながら、問題

を考える」と

いう本時の目

標を電子黒板

に映し出す。

模型を観察し グループで活 空間図形を切断した切断面を電

ながら、空間 動する 子黒板に映し出す。その輪郭を

図形の問題を 電子黒板で、 電子黒板に備え付けられている

展開 解く 問題を解くヒ ペンでなぞり、切断面の画像を

４０分 ントやきっか 消すとペンで書いた平面図形が

けを与える 浮かび上がり、生徒の考えるヒ

ントやきっかけを与える。

グループで解 グループで解

いた問題を発 いた問題の解

表する くためのポイ

ントを発表さ

せる。

ホワイトボー



ドを活用する

まとめ 本時のまとめ 本時のまとめ ※補足など

５分 をする を伝える

本時の振り返 本時で分かっ

りをする たこと気付い

たことを振り

返りシートに

書かせる。

(授業の様子)

<授業の目標を映し出している様子> <切断面を映し出す様子>

<切断面をペンでなぞり、平面図形化した様子>

(生徒の反応と課題，改善を要する点)

◆生徒の反応

生徒の頭の中で想像していた切断面と実際に切って電子黒板に映し出した断面図が違う

かったようで、ハッとしたようなリアクションを見せた。想像した間違ったイメージを電

子黒板で映し出した正しい断面図を見せることで正しい理解につながった。

課題としては、今回は、断面図を１つの切り方しか用意していなかったので、あえて間

違った切断の仕方をした切断面も映し出して、正しい切断の仕方についても考えさせるべ

きだと感じたところだ。

空間図形というイメージの難しいものを電子黒板を使うことで、円滑なイメージ作りが

できたと感じたため、この分野における ICT活用の可能性を感じた。


